
基本情報

実績情報

―

実績 ― ― ―
― ― ―

目標 ― ―

―

実績 ― ― ―
― ― ―

目標 ― ―

―

実績 ― ― ―
― ― ―

目標 ― ―

実績 63 64 61
利用者数 年度末利用者数 人

目標 70 67 66

２　活動指標の達成状況

活動指標 指標の根拠 単位 区分 ２２年度 ２３年度 ２４年度

―

実績 ― ― ―
― ― ―

目標 ― ―

実績 1,650 1,641 1,691
サービス提供回数

延べ入浴サービス利用回
数

回
目標 1,775 1,941 1,703

事務事業目的
家庭において家族の介助だけでは入浴することが困難な心身障害者（児）に対して巡回入浴
車を派遣し、家族等と協力して入浴サービスを実施することにより、心身障害者（児）の衛
生的、健康的生活の維持を図る。

１　成果指標の達成状況

成果指標 指標の根拠 単位 区分 ２２年度 ２３年度 ２４年度

実施内容
（事務事業の実施
内容、手段、過去
の改善実績等）

【概要】
　家庭において家族の介助だけでは入浴することが困難な心身障害者（児）に対して巡回入
浴車を派遣し、家族等と協力して入浴サービスを実施することにより、心身障害者（児）の
衛生的、健康的生活の維持を図る。

【活動内容】
①　入浴困難な心身障害者（児）の自宅に巡回入浴車を派遣し、自宅に浴槽を持ち込み、入
浴の世話をする。
②　利用者負担額：区民税額による応能負担（0～1,500円）
③　入浴サービスの実施回数は、年40回を限度とする。

【過去の改善実績】
　平成16年度に利用上限回数の見直しを行った。（月３回の限度⇒年36回）
　平成24年度に利用上限回数の見直しを行った。（年36回⇒年40回）

２　施策及び事務事業目的

施策
番号

施策 0501 障害者が自分らしく自立した生活が営めるように支援します

性質区分 サービス提供 実施形態 区単独（委託）

対象者
在宅の身障手帳１・２級又は愛の手帳１～３度の所持者で、介護保険制度で入浴の給付があ
る者を除く。

裁量区分 あり

障害福祉課

１　事務事業の概要

開始年度 昭和55年度 根拠法令
飾区心身障害者(児）巡回入浴サービ
ス事業実施要綱（昭和55年度）

平成25年度事務事業評価表（基本）

事務事業名 巡回入浴サービス委託
重点評価
区分

重点
担当部 福祉部

担当課
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単位あたりコスト（ｆ/ｇ） 円 8,805

実績数値（g） 回 1,691

単位あたり区単コスト（a/ｇ） 円 5,352

４　単位あたりコスト

項目 単位 ２４年度

単位の定義
サービス提供回数（延べ入浴

サービス利用回数）

（控）コスト対象外 千円 0

トータルコスト（ｆ）
（ｂ＋ｃ＋ｄ＋e）

千円 14,890

支
出

直接事業費（ｂ） 千円 13,150

金利 千円 0

退職給与引当 千円 160

調整額（ｅ） 千円 160

減価償却費 千円 0

再雇用職員
千円 0

人 0.00

間接費（ｄ） 千円 0

職員人件費（ｃ） 千円 1,580

人件費
千円 1,580

人 0.20

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

委託料 千円 13,150

千円

千円 1,893

その他 千円 0

一般財源（a） 千円 9,051

３　コスト内訳（決算）

項目 単位 ２４年度

収
入

特
定
財
源

国庫支出金 千円 3,786

都道府県支出金
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過年度の実績状況の評価と今後の方向性

実績状況の評価

・平成24年度から、サービスの利用上限回数を年36回から年40回へと拡大した。24年度の利
用回数実績は、前年度より50回増加していることからみると、拡大の効果が出ていると考え
られる。
・サービスの提供は、専門の技術を持つ民間事業者に委託しており、事業者は入札により決
定している。近年、事業者との契約単価は下がってきており、コストの縮減が図られてい
る。
・利用者負担は区民税額による応能負担としているが、平成24年度末の利用者61人中55人が
非課税・生活保護受給者のため負担額０円となっている。
・サービス提供に関する大きな苦情はほとんど寄せられていないが、週１回は利用したいと
いう要望が寄せられている。

今後の方向性

改善

サービス利用者61人（平成24年度末）の状況をみると、すべての方が身体障害者
手帳を所持しており、うち54人が１級である。重度の障害者の入浴には、本サー
ビスの利用が不可欠であるため、引き続き事業を実施していく。
ただし、利用者からは週１回は利用したいとの要望が寄せられており、心身障害
者（児）の衛生的・健康的生活の維持を図るという本事業の目的を更に達成して
いくため、サービスの利用上限回数について、週１回が確保できる年52回への拡
大を図っていく

平成25年度事務事業評価表（重点評価）

事務事業名 巡回入浴サービス委託
担当部 福祉部

担当課 障害福祉課

目標

目標

目標

目標

２　今後の活動目標及び活動指標の目標値

活動目標 視点 活動指標 単位 区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度

目標

目標

「今後の方向性」に基づく取組内容

１　今後の成果指標の目標値

成果指標 指標の根拠・計算式など 単位 区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度

大を図っていく。

継続

行政評価委員会の意見や予算編成等の結果を踏まえ、年度末

に記載し、区民に公表します。
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基本情報

実績情報

1,330

昭和55年度 根拠法令

区単独（委託）

２１年度成果指標

在宅の身障手帳１・２級又は愛の手帳１～３度の所持者で、介護保険制度で入浴の給付があ
る者を除く

あり裁量区分

実施内容
（事務事業の実施
内容、手段、過去
の改善実績等）

事務事業意図
家庭において家族の介助だけでは入浴することが困難な心身障害者に対して巡回入浴車を派
遣し、家族等と協力して入浴サービスを実施し、衛生的、健康的生活を維持し、地域で自立
して普通の生活ができるようにする。

２２年度 ２３年度指標の根拠 単位 区分

担当部
巡回入浴サービス委託

【概要】
　家庭において家族の介助だけでは入浴することが困難な心身障害者に対して巡回入浴車を
派遣し、家族等と協力して入浴サービスを実施し、衛生的、健康的生活を維持し、福祉の増
進を図る。

【活動内容】
①　入浴困難な心身障害者（児）に対し、その自宅に巡回入浴車を派遣し、自宅に浴槽を持
ち込み、入浴の世話をする。
②　利用者負担金　：　区民税額による応能負担
③　入浴サービスの実施回数は年40回を限度とする。

【過去の改善実績】
　平成16年度に利用回数の見直し（月３回の限度⇒年36回）
　平成24年度に利用回数の見直し（年36回⇒年40回）

施策

名称

意図 障害者が地域で自立して普通の生活をしている。

障害者自立支援

開始年度

対象者

性質区分 サービス提供 実施形態

福祉部

担当課 障害福祉課

飾区心身障害者(児）巡回入浴
サービス事業実施要綱（昭和55年
度）

事務事業名
重点評価
区分

―

1,775 1,941

実績 1,641
サービス提供回数

延べ入浴サービス利用回
数

回
目標

1,605 1,650

２２年度

―
― ― ―

目標

― ―

―

２１年度

受給者数 年度末受給者数 人
目標 64 70

61 63

実績 ―

― ―

実績

２３年度

２　活動指標の達成状況

指標の根拠 単位 区分

―

活動指標

― ― ―
―

― ―

67

実績 64

目標 ―

― ― ―
目標

―

― ― ―
目標 ―

― ―

―

―

実績 ―

―

平成24年度事務事業評価表（基本）

１　成果指標の達成状況

１　事務事業の概要

２　施策及び事務事業意図

―

実績 ― ― ―
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0

180180

0

140

180

0

千円 0

0

3,952

9,461

1,976

00

1,620

千円

千円

1,620 1,620

人 0.20 0.20

0

140

0.00

0

0.00

0 0

千円

0

15,569千円

0.20

金利 千円

千円

16,960 16,795

0

委託料

トータルコスト（ｆ）
（ｂ＋ｃ＋ｄ＋e）

３　コスト内訳（決算）

千円

特
定
財
源

都道府県支出金

その他

直接事業費（ｂ） 千円

千円

15,200

千円

千円

千円

調整額（ｅ）

再雇用職員
人

千円

人件費

千円

千円職員人件費（ｃ）

収
入

一般財源（a）

千円

国庫支出金

0

1,620

間接費（ｄ） 千円 0

0.00

千円

5,766

支
出

（控）コスト対象外

千円

180

13,789

0

1,600

1,600

2,129

２２年度

4,258

13,789

項目 単位

15,200

2,883

２１年度

千円

退職給与引当

減価償却費

0 0

8,171 10,228

14,995

14,995

千円

千円

２３年度

４　単位あたりコスト

項目 単位 ２１年度 ２２年度 ２３年度

10,179 9,488

単位の定義 サービス提供回数（延べ入浴サービス利用回数）

実績数値（g） 回 1,605 1,650 1,641

単位あたり区単コスト（a/ｇ） 円 5,091 6,199 5,765

単位あたりコスト（ｆ/ｇ） 円 10,567

5



6

別紙２



7



8


